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特許情報システム

特許,実用新案,意l斥,商標などコニ

業所有権の問題は,技術行政のみなら

ず経横的にも社会的にも頁要件をもち,

また国際的な課題にもなっている｡我

が[司の特許及び実用新案の出願件数

は,昭和46年にそれぞれ10.6万什,

12.3‾ノブ件,昭和47年13.0万件,14.9万

件(科学技術白書)と年々粁加し,審

査年数も3～15年と長期にわたる｡従

って,出願審査事務のスピード処理,

蓄積整イ荷されている膨大なデータの正

確,且つ迅速-な検索と,早其耶二多様な

情報の提供などが要請されてきた｡

特許情報システムは,二の要請に応

じて開発され,今日,通商産業省の外

Jdである特許庁における出願審査事務

処理,及び審査資料検索業務のニシス

テムと,財同法人口本特許情報センタ

ー(JAPATIC)における特許情報サー

ビスシステムがある｡

特許の審査は,Hl頗人から出願され

た案件を,方式審杏及び実体番茶によ

って判定を下し､拒絶,出原頁公告,驚

王様無効処分などの各処分を行なうもの

で,その間,過去に同様な公知の発明

が存在しているかどうか,又は類似の

発明について記述した文献があるかど

うか,新規性の調査が人きなウエート

を占める｡

出願審杏事務処理システムは,1件

1件の案件について現在までにどのよ

うな処分を′受け,現在どのような状態

にあるかという+二程管f幣を行ない,‾人

量データを取り扱う出願審査の改善を

図ったものであり,審査資料検索シス

テムは,検索業務のスピード化を目指

している｡

特許情事削ま年々累積増加するデータ

とともに,情報の質,精度もますます

向_卜が要求されており,特許庁に納入

された特許情報システムも,順次改善

拡大されて今日の構成となった,すな

頼‥d

ぞ頚

鉢

鍵

顧

客

闘鍵
鍵…､′遍墓要撃
､聯轟､ミ

:(漢字又は
:仮名出力)

わち,大形電一了一計算機HITAC8700 と

集団ディ スクH-8589を接続し､｢†順白

帯査ヨーi務処理と審席資料検索の∴シス

テムはオンラインが可能である｡また

4≠iのディ スプレイ端末によって,会

話的に検索を進める会話形オンライン

･リアルタイムの機能ももっている｡

次に特許情報サービスは,新しい発

明がほんとうに特許に価するかどうかを

匁1る直接の必要件や,今日の技術の動

向をみる目的のものもあI),JAPATIC

の特許情報サービスには,遡及情報,

ウォッチング,Selective Dissemination

ofInformation(SDI),日次速封え,統計

情事往などがある｡

特許情幸艮システムは､民琵り企業や研

究機｢廷=二も佗用可能であり,世界各回

においても,二1二葉所有株に関する山王鱈

一一フ亡化の動きも見られ,世界規模での

技術情報システム化の要請に対しても

卜分に応じ得るものである｡
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